
１．ナノファイバーとは

ナノファイバー応用技術の開発

直径が１～１０００ナノメートルで長さが直径の100倍以上ある繊維

（１）超比表面積効果
①吸着性能が高い
フィルターに使用すると、空隙が極めて小さい
ために微粒子や微生物を通さず、また比表面
積が大きいために吸着する能力が大きくなる

②接着力が強い
単位質量あたりの接着面積が増える

③分子認識性が高い
分子吸着基を付与することで分子を選択吸着できる

・渦の発生がなく抵抗が大幅に減る

繊維は細いほど、
分子が繊維長さ
方向に配向する

毛髪 ナノファイバー

表面積
百倍～１万倍

髪の毛
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（ポリビニル
アルコール）
90～160nm

ナノファイバーの繊維径は
毛髪の1/1000程度

（１ナノメートル（ｎｍ）は、1メートル（ｍ）の１０億分の１）
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２．ナノファイバーの特徴

（３）超分子配列効果
通常繊維は分子長より非常に太く、分子の向きは
ランダムであるが、ナノファイバーでは分子が繊維
長さ方向に配向するため以下の効果が得られる
①高強度
②高電気伝導性
③高熱伝導性

（２）ナノサイズ効果
①低圧力損失

繊維径が、ナノサイズレベルになると、後ろで発生
する渦が消失し、抵抗が大幅に減少する
②高透明材料

繊維径が光の波長400～700nmより小さいので、
乱反射しにくく透明性が高くなる

通常繊維（径２μｍ） ナノファイバー（径１００ｎｍ）

例）ポリエチレン分子
（長さ２６２ｎｍ）



４．適用領域

ナノファイバー

エネルギー
・燃料電池
・２次電池
・太陽電池

・細胞培養膜
・人工皮膚
・ドラッグデリバリー

医療

環境

・汚染水浄化フィルター
・空気清浄フィルター
・無菌室フィルター

バイオ

・微生物固定化担体
・酵素類固定化担体

衣料
・抗菌素材
・消臭素材
・透湿防水素材

他分野
・ＣＦＲＰの高強度化
・有機ＥＬ透明フィルム
・カーボン複合強化材 等

５．当社の取り組み

・排水、排気中からの微量有害物分解・吸着・除去

・工場雰囲気中からの微小油滴吸着除去

・離型剤、潤滑油等からの微小異物分離 等

（１）環境への影響軽減、リサイクル率向上

・ＣＦＲＰの耐衝撃性向上技術の確立

・新材料との組合せによる複合素材の開発

・顧客ニーズに応じた各種ナノファイバーの開発

（２）新規事業（軽量化、省エネ貢献技術）への取り組み

３．製造方法

・電界紡糸法
（エレクトロスピニング法）：
ナノファイバー不織布

・気相成長法：
カーボンナノチューブ

・物理的破砕法：
セルロースナノファイバー

原料溶液を
ノズルに供給

電気の力で原料溶液を
吐出、ナノサイズまで
細分化、乾燥固化し
ナノファイバー化

ノズルに高電圧を印加

プラス電極

アース電極

ノズル

捕集板

【電界紡糸法の特徴】
①原理的にシンプルな方法 ⇒ 多種多様な素材が使える（有機材料、無機系材料ＳｉＯ2、ＴｉＯ2等）
②常温・常圧の空気中で紡糸が可能 ⇒ 省エネルギー、低コスト化が可能
③ハイブリッド化が容易 ⇒ ２種以上の素材を複合化して製造できるため、応用範囲が広い
④繊維径の調整が可能 ⇒ １０ｎｍ～１０００ｎｍの範囲で用途に応じた繊維ができる
⑤生産性が低い課題あり ⇒ 高性能マルチノズル化の開発進行中

原料の溶液を、電気の力で細分化し、
ナノサイズの繊維を得る方法

＋

ー

装置外観写真
（株式会社メック製NF-103）

超比表面積効果

ナノサイズ効果

触媒微粒子
の組込み

超高性能・高機能フィルタの開発
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